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高校生の人権広報誌“Freedom”第８号
こうこうせい じんけんこうほう し だい ごう

2012年 １月11日発行
ねん がつ にちはっこう

編 集 “Freedom”編集スタッフ
へんしゅう

発行 奈良県高等学校人権 教 育研 究 会
な ら けんこうとうがっこうじんけんきょういくけんきゅうかい

毎月11日は「人権を確かめあう日」
まいつき たし ひ

東日本大震災､台風12号により被災された
ひがし に ほ ん だ い し ん さ い た い ふ う ご う ひ さ い

方々に､心よりお見舞い申し上げます。
か た が た こころ み ま も う あ

東北や紀伊半島の被災地では、鉄道や道路の復 旧 など、復興への歩みは少しず
とうほく き い はんとう ひ さい ち てつどう どう ろ ふっきゅう ふっこう あゆ すこ

つ進んでいるようです。しかし、甚大な被害をうけた方々の日 常 生活が再建さ
すす じんだい ひ がい かたがた にちじょうせいかつ さいけん

れるには、さらに多くの支援が必要です。 私 たちができることを、みんなで 考
おお し えん ひつよう わたし かんが

えましょう!!

『東日本大震災被災地支援』
ひがし に ほ ん だ い し ん さ い ひ さ い ち し え ん

ボランティア活動について
か つ ど う

昨年８月、奈良県高等学校生徒会連絡会を 中 心に、３１校・７９名の
さくねん がつ な ら けんこうとうがっこうせい と かいれんらく ちゅうしん こう めい

、 。 、生徒が 宮城県や岩手県の被災地で支援活動を 行 いました ２学期には
みや ぎ けん いわ て けん ひ さい ち し えんかつどう おこな がっ き

ボランティア参加者が、 集 会や展示により活動の報告を 行 った学校もあ
さん か しゃ しゅうかい てん じ ほうこく おこな

りました。今回は、高田 商 業 高校スタッフが自校の参加者にインタビュ
こんかい たか だ しょうぎょうこうこう じ こう

ーした内容を 紹 介します。
ないよう しょうかい
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★奈良県の高校生として 東日本大震災被災地支援ボランティア活動、
な ら けん こう こう せい ひがし に ほん だい しん さい ひ さい ち し えん かつ どう

に行かれた、３年生のＳ君へのインタビュー
い ねん せい くん

Ｏ Ｓさん本日は進路の試験でおいそがしいのにインタビューに応じていただい
ほんじつ しん ろ し けん おう

てありがとうございます。 私 たちは奈良県の高校生が発行する人権広報誌Ｆ
わたし な ら けん こうこうせい はっこう じんけんこうほう し

ＲＥＥＤＯＭの高田 商 業 のメンバーです。よろしく、お願いします。早速で
たか だ しょうぎょう ねが さっそく

すが、いつ、どこへボランティアに行かれたのか、教えてください。
い おし

Ｓ はい 岩手県の陸前高田 りくぜんたかた 市に ８月１７日～２０日まで行、 （ ） 、
いわ て けん し がつ にち い

ってきました。

Ｙ 最初の印 象 はどうでしたか。
さいしょ いんしょう

Ｓ もう５ヶ月も経っていましたから、陸前高田市に入るまでは、普通の街とい
か げつ た はい ふ つう まち

う感じだったのですが、陸前高田市は津波の被害が大きく、街の家とか何も無
かん つ なみ ひ がい おお まち いえ なに な

い 状 態で、衝 撃 を受けました。実際行ってみるのとＴＶで見るのと 全 く違
じょうたい しょうげき う じっさい み まった ちが

いました。ほこりが舞っていて、すごい状態で、胸がつぶれそうでした。奈良
ま むね

県から行ったＴ高校の人とも、現地へ行って活動することが大切だと話しまし
こうこう ひと げん ち かつどう たいせつ はな

た。

Ｏ どんな仕事をしましたか。
し ごと

Ｓ 街の家や建物が倒れていたので、木材や 瓦 などいろいろなものを分別しま
たてもの たお もくざい かわら ぶんべつ

した。持ち主がいるので、写真とかはボランティアセンターに持って行きまし
も ぬし しゃしん も い

。 。 、 、た アルバムなどはもらいに来る人もいるので 家具や服 お金もあったけど
く か ぐ ふく かね

ボロボロになっていてとても使えない状態で、とにかくぐちゃぐちゃになって
つか

いました。

Ｙ 被災された人とは話しましたか。
ひ さい はな

Ｓ 男子は、今言ったようにほとんど屋外での作 業 でしたので、特に話を聞く
だん し いま い おくがい さ ぎょう とく き

ことはなかったのですが、ボランティアセンターで 心 構えは言われました。
こころがま い

まだ、見つかってない、ご家族や友達がいることや、現地には日本各地から
み か ぞく ともだち に ほんかく ち

ボランティアに来られているし、海外からも自費で
こ かいがい じ ひ

来られていることなども聞きました。 心 強く思っ
き こころづよ おも

ていると話されました。実際に外国人の方が 働 い
はな がいこくじん かた はたら

ておられるのも見ました。気仙沼の方に行った女子
み け せんぬま じょ し

の方が、児童館での交 流 会に参加して子どもたち
じ どうかん こうりゅうかい さん か こ

（ ）と接しています。まだ、余震があり、女子はこわい がれきの撤 去 陸前高田市
せっ よ しん てっきょ
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と言っていましたが 子どもたちはもう慣れて 元気、 、
な げん き

にはしていたそうです。

Ｙ 被災者の方が、今ぜひ必要とされている物は、何
しゃ ひつよう もの なに

かありますか。

Ｓ 直 接 は聞けませんでした。
ちょくせつ き

（ ）Ｏ みんなに伝えたいことは何ですか。 漁 業 用 網の補 修 気仙沼市

つた なん ぎょぎょうようあみ ほ しゅう

Ｓ 以前よりは復興していると言っても、まだまだ大変で、義援金活動やボラン
い ぜん ふっこう たいへん ぎ えんきん

ティア活動が必要だと思います。また、いつ何が起きるか、分からないので、
おも お わ

後悔せず、今を大切に、精一杯生きていかないといけないと思いました。被災
こうかい たいせつ せいいっぱい い

地に行って、当たり前でない光景が広がっていて、自分が生きていることが、
あ まえ こうけい ひろ じ ぶん い

すごく 幸 せなことで、 改 めて 命 の大切さを思いました。 中 途半端に生きる
しあわ あらた いのち たいせつ ちゅう と はん ぱ

のは、申し訳ないと感じました。
もう わけ かん

Ｙ 被災地で他にどのような方が活躍しておられましたか。
ほか かつやく

Ｓ はい 崖に海水が含まれて 地盤が弱くなっているので 消 防士さん達が木、 、 、
がけ かいすい ふく じ ばん よわ しょうぼう し たち き

を倒していました。現地で活動しておられる方々の 姿 を見て、人のために尽
たお かたがた すがた み つ

くす仕事に就きたい、人の 力 になりたいと思いました。
つ ちから

ＯＹ ぜひ、人の力になってください。一つお願いですが、自分の命は大切にし
ひと

てください。しっかり訓練をされて、安全には 十 分気をつけて、ご活躍くだ
くんれん あんぜん じゅうぶん き かつやく

さい。

Ｓ はい、ありがとうございます。大丈夫です （笑）。
だいじょうぶ

ＯＹ 大変お 忙 しいときに、こちらこそ、ありがとうございました。
たいへん いそが

Ｓさんは全校 集 会でも、高田商業生の前で自分の体験を話してくださいまし
ぜんこうしゅうかい たいけん

た。

Ｓさんは 「現地の方々に、無理をせず余裕を持って帰れる程度にやってくだ、
む り よ ゆう も かえ てい ど

さい。１日でやろうとせず、リピーターとして、また来てくださいと言われまし
にち き

た。また、現地をこの目で見て、肌で感じ、 心 にズシンとすごく重いものが来
め はだ こころ おも き

ました。今、みんなに伝えたいことは、この震災のことを忘れないでほしいとい
しんさい わす

うことです。 そして、今を感じ精一杯頑張って欲しいと言うことです 」と語。
がん ば ほ い かた

っていました。このようなＳさんのお 話 に大変感動して、今回のインタビュー
はなし かんどう こんかい

をお願いしました。

※今回の被災地支援活動については、ｓさんたち参加者の感想を 中 心に「 東『
こんかい ひ さい ち し えんかつどう さん か しゃ かんそう ちゅうしん ひがし
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日本大震災被災地支援』に関するボランティア活動報告書」としてまとめられ
に ほんだいしんさい かん ほうこくしょ

ています。奈良県ＨＰ(http://www.pref.nara.jp/dd_aspx_menuid-25534.htm)
な ら けん

に掲載されていますのでぜひ一度ご覧ください。
けいさい いち ど らん

※掲載の写真は、 上 記の報告書からの転載と、引率を担当された奈良 情 報 商
しゃしん じょう き てんさい いんそつ たんとう な ら じょうほうしょう

業 高校の喜多先生より提 供 していただきました。掲載をご快諾いただきまし
ぎょうこうこう き た せんせい ていきょう かいだく

た奈良県教 育 委員会生徒指導支援室、ならびに喜多先生に深く感謝いたしま
きょういく い いんかいせい と し どう しつ ふか かんしゃ

す。

東北地方太平洋沖地震・東日本大震災
と う ほ く ち ほ う た い へ い よ う お き じ し ん ひがし に ほ ん だ い し ん さ い

奈良県立高等養護学校 生徒会 長 （寄稿）
な ら けんりつこうとうよう ご がっこう せい と かいちょう き こう

１９９５年１月１７日(火) ５時４６分、阪神淡路大震災はおこりました。私
ねん がつ にち か じ ぷん はんしんあわ じ だいしんさい

は当時１才７ヶ月でした。奈良県五 條 市に住んでいました。お母さんに聞いた
とう じ さい か げつ な ら けん ご じょう し す かあ き

ら縦にも横にもゆれていて、家が倒れると思ったぐらい強かったみたいです。び
たて よこ いえ たお おも つよ

っくりしたそうです。

２０１１年３月１１日(金)１４時４６分１８ 秒 に東北地方を 中 心に大きな地
きん びょう とうほく ち ほう ちゅうしん おお じ

震、津波が発生しました。くるのは、分かっていたけど、予想以 上 でした。私
しん つ なみ はっせい わ よ そう い じょう

はこのニュースを見て、とても悲しかったです。私でも悲しいから、実際に起き
み かな かな じっさい お

た人はもっと悲しいと思います。死者・行方不明者が２万人以上、避難者が９万
ひと おも し しゃ ゆく え ふ めいしゃ にん ひ なん

１５５２人もいます。そして、親戚、友達、家族、ペットの犬を亡くされた方も
にん しんせき ともだち か ぞく いぬ な かた

います。

その中で、一番大切な家族を亡くされたかたは、あるテレビのニュースで８人
なか いちばんたいせつ にん

家族でした。それでお母さんもお父さんも兄 弟 が６人いました。そして、高校
とう きょうだい にん こうこう

３年生の 女 の子一人だけが無事で残っていました。
ねんせい おんな こ ひ と り ぶ じ のこ

あとの人は、津波で流されてしまいました 「辛くて。
なが つら

悲しい毎日ですが、亡くなられた方々の分まで頑張
まいにち な がん ば

ります」と言っておられました。
い

そのニュースを聞いて、家族を亡くされて無事に

一人が残って辛いです。がんばって下さい。おうえ
くだ
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んしてます。

一日一日少しずつ復興できるように一 生 懸命にがんばって下さい。
いちにち すこ ふっこう いっしょうけんめい

そして 元のふるさとに戻ってほしいと思います 時間がかかると思いますが 戻、 。 、
もと もど じ かん もど

れるように日本全体が 協 力 してくれてます。そしてわたしはメッセージ、募金
に ほんぜんたい きょうりょく ぼ きん

とかこれからはしたいと思ってます。

もう８ヶ月がたちました。何年かかるか分かりません。仮設 住 宅で少しずつ
なんねん わ か せつじゅうたく

すごして下さい。

、 。 。私は 一人でも多くの人を助けたいです みんなで協力して助け合いましょう
おお たす たす あ

募金など協力したいです。私は、みんなで協力しあって、いつか、もとどおりに

もどるように願っています。
ねが

本当に、日本頑張れ、頑張るぞ、日本。
ほんとう がん ば がん ば

１０月３０日(日)、高等養護学校第３６回若杉祭では、 東 日本大震災につい
がつ にち こうとうよう ご がっこうだい かいわかすぎさい ひがし に ほんだいしんさい

て調べた事や、奈良県の高田高校による陸前高田（りくぜんたかた）への支援
しら こと な ら けん たか だ こうこう し えん

ボランティア活動の報告を掲示しました。赤い羽根 共 同募金と東日本大震災
かつどう ほうこく けい じ あか は ね きょうどう ぼ きん

緊 急 募金もしました （原文 中 の、亡くなられた方の人数等は、当時報道さ。
きんきゅう げんぶんちゅう な かた にんずうとう とう じ ほうどう

れた数字を使っています）
つか

震災について みんなで考えよう！
し ん さ い かんが

奈良 情 報 商 業 高校 高木 寿梨
な ら じょうほうしょうぎょうこうこう たか ぎ じゅ り

私 たち人権クラブは、７月２４日（日）に実施された高解研の夏期研 修 会で
わたし じんけん じっ し こうかいけん か き けんしゅうかい

神戸市にある『人と防災未来センター』での研修をきっかけに、多くの人に震災
こう べ し ひと ぼうさい み らい おお しんさい

について知ってもらおうと思い、文化祭で展示発 表 することにしました。
し おも ぶん か さい てん じ はっぴょう

展示内容は、まず「地震の震度」と「マグニチュード」などの基本的な事柄、
ないよう じ しん しん ど き ほんてき ことがら

さらに「気 象 庁 震度階 級 関連解説 表 ・地震の
き しょうちょう かいきゅうかんれんかいせつひょう

安全チェックポイント図」など模造紙にまとめま
あんぜん ず も ぞ うし

した。さらに 『非 常 持ち出し品を 準 備しよう』、
ひ じょう も だ ひん じゅん び

をテーマに、災害時に備えた「非常持ち出し 袋 」
さいがい じ そな ぶくろ

とその中身も実際に展示しました。
なか み じっさい
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「 」 、「 」「 」非常持ち出し袋 の中身としては 五穀米 水
ご こくまい みず

「カンパン」などの 食 料 品と、懐 中 電灯・ローソ
しょくりょうひん かいちゅうでんとう

クなどがメインです。五穀米は、常 温 で 長 期保存
じょうおん ちょう き ほ ぞん

ができるので、非 常 時の備蓄 食 料 としては大変便
ひ じょう じ び ちくしょくりょう たいへんべん

。 「 」 、利です 水は ５年保存水 と呼ばれるものがあり
り みず ねん よ

これを入れておけば５年間は安心です。カンパンは
い ねんかん あんしん

備蓄食料としておなじみですが、こちらも５年間保存ですので大変便利です。

また、小さな子どもさんがいる家庭で必要なものとして紙おむつ、ウエットテ
ちい こ か てい ひつよう かみ

ィッシュ、ブランケット、母子手 帳 なども展示しました。特に、赤ちゃんのい
ぼ し て ちょう とく あか

る家庭には必需品です。断水 状 況 になれば、ウエットティッシュがおむつ替え
ひつじゅひん だんすいじょうきょう か

時の必需品となります。多めに準備しておけば、赤ちゃんだけでなく家族みんな
おお か ぞく

が使えます。ブランケットは、体温を一定に保つた
たいおん いってい たも

めに必要です。

文化祭当日、展示を見に来てくださった人に、非
とうじつ み き

常持ち出し袋に入れておきたい物の一覧を書いたチ
もの いちらん か

、 。ラシを配布し カンパンの試 食 もして 頂 きました
は いふ し しょく いただ

多くの方に、災害のことや非常時に必要な持ち物な
かた も もの

どを伝えることができ、少しですが震災への意識や
つた すこ い しき

関心を高めてもらえた展示だったと思います。
かんしん たか

編 集 後記
へんしゅうこう き

◆フリーダムも第８号を数えることになりました。前回は「編集後記」のスペー
だい ごう かぞ ぜんかい

スがありませんでしたので、ちょっと 紹 介です。今年度の編集スタッフは、奈
しょうかい こんねん ど な

良 情 報 商 業 高校・高田商業高校・帝塚山高校の３校、２０名でスタートして
ら じょうほうしょうぎょうこうこう たか だ て づかやま めい

おります。なかなか全員そろう機会はありませんが、それぞれ校内でも、メンバ
ぜんいん き かい こうない

ー同士や顧問の先生と相談しながら、取材や執筆をすすめてくれています。
どう し こ もん せんせい そうだん しゅざい しっぴつ

、 、 。◆今回の第８号では 高等養護学校の生徒会より 原稿を寄せていただきました
こんかい こうとうよう ご がっこう せい と かい げんこう よ

被災された方々への支援の輪を広げてゆくこと、困難に立ち向かおうとされる人
ひ さい かたがた し えん わ ひろ こんなん た む ひと

々に思いを寄せることの大切さは 今後も変わりません 他の記事も 今回は震災、 。 、
びと おも よ たいせつ こん ご か ほか き じ しんさい

に関わるものになりました。被災地でボランティア活動に 従 事した皆さん、奈
かか ち かつどう じゅう じ みな

良の地で募金や展示に取り組んだ皆さん、それぞれが自分たちの体験を通して伝
ぼ きん てん じ と く じ ぶん たいけん とお つた

えたい思いを、受け止めてもらえれば 幸 いです。
う と さいわ
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こうこうせい じんけんこうほう し だい ごう ねん がつ にちはっこう

編 集 “Freedom”編集スタッフ
へんしゅう

発行 奈良県高等学校人権 教 育研 究 会
な ら けんこうとうがっこうじんけんきょういくけんきゅうかい

〒630-8133 奈良市大安寺1-23-1 奈良県解放センター内
な ら し だいあん じ かいほう ない

TEL 0742(62)5555 FAX 0742(62)5568

E-mail kodokyo＠kcn.ne.jp

HP http://www1.kcn.ne.jp/~kodokyo/

※ ご意見・ご感想や投稿などは、各校人権教育担当の先生または 上 記まで
い けん かんそう とうこう かくこう たんとう せんせい じょう き

お寄せください。
よ

※ 本誌のバックナンバーは、高人 教 ホームページの「活動報告」にて閲覧
ほん し こうじんきょう かつどうほうこく えつらん

できます （ 高人教」で検索してください）。「
けんさく

※ 本誌の発行は奈良県教育委員会の事 業 委託を受けています。
い いんかい じ ぎょう い たく う


